
令和 5年 9月号 

 

分
苑
長 

葉
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
ー
フ
ァ
ル
タ
ス
ご

機
嫌
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

葉
月
月
次
祭
に
、
大
勢
の
方
達

が
、
ご
参
拝
し
て
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

八
月
聖
地
で
は
、
真
夏
の
祭
典

瑞
生
大
祭
に
平
日
に
も
関
わ
ら
ず

た
く
さ
ん
の
参
拝
者
が
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
六
百
三
十
六
人
で
今

年
は
七
百
三
十
一
人
と
、
昨
年
の

コ
ロ
ナ
禍
よ
り
百
人
ほ
ど
増
え
て

お
り
ま
す
。 

ま
た
直
心
会
の
方
達
に
は
、
バ

ザ
ー
に
携
わ
っ
て
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
部
の
方
は

他
の
出
店
に
も
協
力
さ
れ
地
域
の

区
別
な
く
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
し

た
。 八

月
に
入
り
台
風
六
号
で
九
州
、

特
に
沖
縄
奄
美
大
島
等
に
相
当
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
台
風
七

号
で
は
幸
い
に
も
東
海
地
方
で
は

大
き
な
被
害
が
無
か
っ
た
と
東
海

教
区
防
災
担
当
者
か
ら
の
報
告
が

本
部
に
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
、
十
四
日
よ
り
亀
岡
で
大

道
場
修
行
を
受
講
し
て
お
り
、
十

五
日
か
ら
強
風
と
雨
で
朝
拝
の
時

に
は
傘
が
飛
ば
さ
れ
る
勢
い
で
し

た
。 翌

朝
、
高
熊
山
・
瑞
泉
苑
参
拝

で
は
、
高
熊
山
で
車
を
降
り
暫
く

す
る
と
小
枝
と
か
木
が
か
な
り
倒

れ
て
お
り
、
そ
の
下
を
潜
り
抜
け

て
、
手
水
場
所
か
ら
は
小
枝
の
散

乱
だ
け
で
な
ん
と
か
息
切
れ
し
な

が
ら
も
、
岩
窟
前
に
辿
り
着
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
の
大
道
場
修
行
で
の
綾
部

で
最
後
の
講
義
、
み
た
ま
ま
つ
り

で
は
以
前
お
願
い
事
は
大
神
様
へ

だ
け
で
、
祖
霊
さ
ま
へ
は
霊
界
で
、

よ
り
一
層
向
上
す
る
よ
う
に
祈
り

な
さ
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
い

つ
の
間
に
か
祖
霊
様
に
お
願
い
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

両
聖
地
と
も
台
風
の
大
き
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
の
本
部
ま
た
名
古
屋
分
苑

で
の
行
事
と
し
て
は
、
今
月
の
二

十
一
日
か
ら
二
十
七
日
迄
は
綾
の

聖
地
で
神
集
祭
が
執
行
さ
れ
ま
す
。 

二
十
六
日
・
二
十
七
日
は
三
河

本
苑
の
新
し
い
ご
神
殿
で
講
師
出

口
飛
鳥
様
を
お
迎
え
し
、
葬
祭
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
さ
れ

る
方
は
今
日
中
に
申
込
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

九
月
に
入
れ
ば
、
二
日
の
月
始

祭
は
女
性
祭
員
で
行
わ
れ
ま
す
。 

十
一
日
に
全
国
一
斉
世
界
平
和
祈

願
、
十
七
日
の
月
次
祭
に
は
長
寿

感
謝
祭
、
翌
十
八
日
に
は
、
三
重

香
良
洲
神
の
中
遷
座
祭
典
が
夜
二

十
時
か
ら
執
行
さ
れ
教
主
様
が
ご

臨
席
さ
れ
ま
す
。
教
主
様
は
十
九

時
半
に
御
到
着
さ
れ
最
後
ま
で
祭

典
に
参
列
さ
れ
ま
す
。 

祭
典
は
、
お
香
良
洲
神
社
の
方

達
で
行
わ
れ
、
ど
の
位
時
間
が
要

す
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
祭
典
の

途
中
で
帰
宅
さ
れ
て
も
良
い
と
の

事
で
す
。 

二
十
三
日
・
二
十
四
日
は
名
古

屋
分
苑
で
祭
式
講
習
会
と
葬
祭
研

修
会
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。
今
回

の
講
師
は
出
口
拓
生
様
に
決
ま
り

ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
三
代
様
の

毎
年
祭
（
三
十
三
回
）
が
執
行
さ

れ
る
た
め
、
到
着
は
午
後
三
時
頃

の
予
定
で
す
。
小
学
生
・
中
学
生

の
方
も
、
祭
式
講
習
に
参
加
し
て

頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

足
・
膝
の
悪
い
方
は
椅
子
に
座

っ
て
の
祭
式
は
既
に
本
部
で
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
遠
慮
な
く

参
加
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン

コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 
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日
（
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●
瑞
生
大
祭
献
金
バ
ザ
ー 

報
告
と
お
礼 

皆
さ
ま
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

献
金
バ
ザ
ー
で
す
が
、
分
苑
と
瑞

生
大
祭
に
て
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
十
七

万
九
百
三
十
三
円
と
い
う
大
き
な

献
金
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

直
心
会
長 

堀 

和
子 

●
葬
祭
研
修
会 

 

八
月
二
十
六
日
（
土
）
二
十
七

日
（
日
）
と
三
河
本
苑
で
葬
祭
研

修
会
に
飯
田
和
彦
さ
ん
・
畠
山
茂

さ
ん
と
共
に
、
三
名
で
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

参
加
者
は
三
河
本
苑
・
三
重

主
会
・
名
古
屋
分
苑
と
三
機
関

で
十
七
名
が
研
鑽
に
励
ま
れ
ま

し
た
。 

講
師
の
出
口
飛
鳥
様
が
昼
前

に
到
着
さ
れ
る
の
で
、
先
に
開

会
式
を
終
え
て
葬
祭
の
準
備
を

全
員
で
、
手
分
け
し
て
行
っ
て

い
る
時
に
、
講
師
の
出
口
先
生

が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。 

昼
食
を
終
え
午
後
か
ら
は
、
葬

祭
の
実
技
、
招
魂
式
を
行
い
ま
し

た
が
、
祝
詞
を
読
ん
だ
方
も
読
み

方
が
、
天
晴
礼
（
あ
は
れ
）
を
あ

わ
れ
と
読
ん
だ
り
、
白
す
（
も
う

す
）
を
新
霊
様
に
ま
を
す
、
と
読

ん
だ
り
、
祝
詞
の
開
方
な
ど
色
々

注
意
さ
れ
る
方
も
み
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
誄
詞
作
成
で
は
、
文
例

を
パ
ソ
コ
ン
で
分
り
易
く
指
導
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。 

翌
日
は
、
五
十
日
合
祀
祭
・
家

祭
と
行
い
、
最
後
は
全
員
で
片
付

け
を
し
て
二
日
間
の
葬
祭
研
修
会

を
終
了
し
ま
し
た
。 

高
嶋 

善
雄 
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告 

行
事
予
定 

九
月
十
一
日
（
月
） 

全
国
一
斉
世
界
平
和
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願 

九
月
十
七
日
（
日
） 

月
次
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・
長
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感
謝
祭 
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十
時
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よ
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九
月
二
十
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・
二
十
四
日
（
土
日
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祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会 

十
月
七
日
（
土
） 

 

月
始
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午
後
一
時
半
よ
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言
葉
の
力 

号
外
の
② 

 
 
 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 
 

小
生
、
七
十
四
歳
に
な
っ
て
夫
婦
の
「
の
ろ
け
話
」
を
書
く
の
は
恥
ず

か
し
い
限
り
だ
が
、
誰
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
と
腹
を
く
く
り
吐
露

し
ま
す
。 

二
十
七
歳
の
時
、
私
は
妻
へ
の
一
方
的
な
惚
れ
込
み
で
結
婚
に
至
り

ま
し
た
。 

結
婚
当
初
の
現
実
は
、
生
活
に
追
わ
れ
仕
事
に
追
わ
れ
、
育
児
や
家

事
は
奥
さ
ん
に
任
せ
っ
き
り
で
、
信
仰
生
活
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
位
で
し

た
。 今

で
も
思
い
出
す
の
は
、
小
学
校
の
卒
業
文
集
で
将
来
な
り
た
い
職

業
は
？
の
欄
に
『
立
派
な
お
父
さ
ん
に
な
る
こ
と
』
と
書
い
た
こ
と
で

す
。 

『
立
派
な
お
父
さ
ん
』
は
別
に
し
て
、
三
人
の
娘
も
嫁
ぎ
、
孫
九
人
に
恵

ま
れ
、
仕
事
も
退
職
し
て
気
が
付
い
た
ら
夫
婦
二
人
だ
け
の
生
活
が
二

十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

信
仰
生
活
の
割
合
が
増
え
て
来
た
の
は
、
二
十
三
年
前
、
母
親
が
大

本
津
島
支
部
長
を
退
い
て
私
が
後
を
継
い
だ
時
か
ら
で
す
。 

結
婚
以
来
、
面
と
向
か
っ
て
大
本
信
仰
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
こ
と

は
無
く
、
支
部
を
引
き
受
け
る
時
、
し
ぶ
し
ぶ
了
解
を
得
た
の
が
初
め

て
で
し
た
。 

結
婚
四
十
七
年
の
今
年
、
妻
が
こ
ん
な
言
葉
を
告
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

『
お
父
さ
ん
と
結
婚
出
来
て
良
か
っ
た
、
お
父
さ
ん
が
信
仰
を
し
て
い

る
人
で
良
か
っ
た
・
・
・
』 

再
度
小
学
校
の
卒
業
文
集
を
思
い
出
し
、
目
標
の
半
分
は
達
成
で
き

た
と
思
い
つ
つ
、
残
り
の
半
分
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

仲
の
良
い
夫
婦
で
有
り
続
け
よ
う
と
思
う
。 

マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
金
言 

『
平
和
は
ほ
ほ
え
み
か
ら
始
ま
る
』 

 


